
次
つぎ

の注
ちゅう

意
い

をよく読
よ

んでから解
かい

答
とう

してください。

【注
ちゅう

意
い

】

1唖これは�管
かん

工
こう

事
じ

�の試
し

験
けん

問
もん

題
だい

です。表
ひょう

紙
し

とも 12枚
まい

52問
もん

題
だい

あります。

2唖解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

（マークシート）に間
ま

違
ちが

いのないように、試
し

験
けん

地
ち

、氏
し

名
めい

、受
じゅ

検
けん

番
ばん

号
ごう

を記
き

入
にゅう

するととも

に受
じゅ

検
けん

番
ばん

号
ごう

の数
すう

字
じ

をぬりつぶしてください。

3唖問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

No. 1 から No. 6 までの 6問
もん

題
だい

は必
ひっ

須
す

問
もん

題
だい

です。全
ぜん

問
もん

題
だい

を解
かい

答
とう

してください。

問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

No. 7 から No.23 までの 17 問
もん

題
だい

のうちから 9問
もん

題
だい

を選
せん

択
たく

し、解
かい

答
とう

してください。

問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

No.24 から No.28 までの 5問
もん

題
だい

は必
ひっ

須
す

問
もん

題
だい

です。全
ぜん

問
もん

題
だい

を解
かい

答
とう

してください。

問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

No.29 から No.38 までの 10 問
もん

題
だい

のうちから 8問
もん

題
だい

を選
せん

択
たく

し、解
かい

答
とう

してください。

問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

No.39 から No.48 までの 10 問
もん

題
だい

のうちから 8問
もん

題
だい

を選
せん

択
たく

し、解
かい

答
とう

してください。

問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

No.49 から No.52 までの 4問
もん

題
だい

は、施
せ

工
こう

管
かん

理
り

法
ほう

（基
き

礎
そ

的
てき

な能
のう

力
りょく

）の問
もん

題
だい

で、必
ひっ

須
す

問
もん

題
だい

です。全
ぜん

問
もん

題
だい

を解
かい

答
とう

してください。

以
い

上
じょう

の結
けっ

果
か

、全
ぜん

部
ぶ

で 40 問
もん

題
だい

を解
かい

答
とう

することになります。

4唖選
せん

択
たく

問
もん

題
だい

は、指
し

定
てい

数
すう

を超
こ

えて解
かい

答
とう

した場
ば

合
あい

、減
げん

点
てん

となりますから十
じゅう

分
ぶん

注
ちゅう

意
い

してください。

5唖試
し

験
けん

問
もん

題
だい

の漢
かん

字
じ

のふりがなは、問
もん

題
だい

文
ぶん

の内
ない

容
よう

に影
えい

響
きょう

を与
あた

えないものとします。

6唖解
かい

答
とう

は解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

（マークシート）に HBの鉛
えん

筆
ぴつ

又
また

はシャープペンシルで記
き

入
にゅう

してください。

（万
まん

年
ねん

筆
ひつ

、ボールペンの使
し

用
よう

は不
ふ

可
か

）

問題番号 解答記入欄

No. 0 1 2 3 4

No. 1 1 2 3 4



No. 10 1 2 3 4

解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

は となっていますから、

当
とう

該
がい

問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

の解
かい

答
とう

記
き

入
にゅう

欄
らん

の正
せい

解
かい

と思
おも

う数
すう

字
じ

をぬりつぶしてください。

解
かい

答
とう

のぬりつぶし方
かた

は、解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

の解
かい

答
とう

記
き

入
にゅう

例
れい

（ぬりつぶし方
かた

）を参
さん

照
しょう

してください。

7唖解
かい

答
とう

を訂
てい

正
せい

する場
ば

合
あい

は、プラスチック消
け

しゴムできれいに消
け

してから訂
てい

正
せい

してください。

消
け

し方
かた

が不
ふ

十
じゅう

分
ぶん

な場
ば

合
あい

は、解
かい

答
とう

を取
と

り消
け

したこととなりません。

8唖この問
もん

題
だい

用
よう

紙
し

の余
よ

白
はく

は、計
けい

算
さん

等
とう

に使
し

用
よう

しても差
さ

し支
つか

えありません。

ただし、解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

は計
けい

算
さん

等
とう

に使
し

用
よう

しないでください。

9唖解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

(マークシート)は、退
たい

室
しつ

する前
まえ

に、必
かなら

ず、試
し

験
けん

監
かん

督
とく

者
しゃ

に提
てい

出
しゅつ

してください。

解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

(マークシート)は、いかなる場
ば

合
あい

でも持
も

ち帰
かえ

りはできません。

10唖試
し

験
けん

問
もん

題
だい

は、試
し

験
けん

終
しゅう

了
りょう

時
じ

刻
こく

（ 12 時
じ

40 分
ぷん

）まで在
ざい

席
せき

した方
かた

のうち、希
き

望
ぼう

者
しゃ

に限
かぎ

り持
も

ち帰
かえ

りを認
みと

めます。途
と

中
ちゅう

退
たい

室
しつ

した場
ば

合
あい

は、持
も

ち帰
かえ

りはできません。

この試験問題用紙は再生紙を使用しています。

第
だい

一
いち

次
じ

令
れい

和
わ

�年
ねん

度
ど

�級
きゅう

管
かん

工
こう

事
じ

施
せ

工
こう

管
かん

理
り

技
ぎ

術
じゅつ

検
けん

定
てい

第
だい

一
いち

次
じ

検
けん

定
てい

（後
こう

期
き

）試
し

験
けん

問
もん

題
だい



※ 問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

No. 1 から No.48 までの問
もん

題
だい

の正
せい

解
かい

は、�問
もん

について一
ひと

つです｡

当
とう

該
がい

問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

の解
かい

答
とう

記
き

入
にゅう

欄
らん

の正
せい

解
かい

と思
おも

う数
すう

字
じ

を一
ひと

つぬりつぶしてください。

0問
もん

について、二
ふた

つ以
い

上
じょう

ぬりつぶしたものは、正
せい

解
かい

となりません。

※ 問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

No. 1 から No. 6 までの 6問
もん

題
だい

は必
ひっ

須
す

問
もん

題
だい

です。全
ぜん

問
もん

題
だい

を解
かい

答
とう

してください｡

【No. 1】 空
くう

気
き

環
かん

境
きょう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

>1 一
いっ

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

は、炭
たん

素
そ

を含
ふく

む物
ぶっ

質
しつ

の燃
ねん

焼
しょう

中
ちゅう

に酸
さん

素
そ

が不
ふ

足
そく

すると発
はっ

生
せい

する気
き

体
たい

である。

>2 二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

は、直
ちょく

接
せつ

人
じん

体
たい

に有
ゆう

害
がい

とはならない気
き

体
たい

で、空
くう

気
き

より軽
かる

い。

>3 浮
ふ

遊
ゆう

粉
ふん

じん量
りょう

は、室
しつ

内
ない

空
くう

気
き

の汚
お

染
せん

度
ど

を示
しめ

す指
し

標
ひょう

の一
ひと

つである。

>4 ホルムアルデヒドは、内
ない

装
そう

仕
し

上
あ

げ材
ざい

や家
か

具
ぐ

等
とう

から放
ほう

散
さん

され刺
し

激
げき

臭
しゅう

を有
ゆう

する。

【No. 2】 水
みず

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

>1 軟
なん

水
すい

は、カルシウム塩
えん

、マグネシウム塩
えん

を多
おお

く含
ふく

む水
みず

である。

>2 BODは、水
すい

中
ちゅう

に含
ふく

まれる有
ゆう

機
き

物
ぶっ

質
しつ

の量
りょう

を示
しめ

す指
し

標
ひょう

である。

>3 C℃の水
みず

が氷
こおり

になると、体
たい

積
せき

は約
やく

10 ％増
ぞう

加
か

する。

>4 pH は、水
すい

素
そ

イオン濃
のう

度
ど

の大
だい

小
しょう

を示
しめ

す指
し

標
ひょう

である。

【No. 3】 流
りゅう

体
たい

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

>1 圧
あつ

力
りょく

計
けい

が示
しめ

すゲージ圧
あつ

は、絶
ぜっ

対
たい

圧
あつ

から大
たい

気
き

圧
あつ

を差
さ

し引
ひ

いた圧
あつ

力
りょく

である。

>2 毛
もう

管
かん

現
げん

象
しょう

は、液
えき

体
たい

の表
ひょう

面
めん

張
ちょう

力
りょく

によるものである。

>3 流
りゅう

体
たい

が直
ちょっ

管
かん

路
ろ

を満
まん

流
りゅう

で流
なが

れる場
ば

合
あい

、圧
あつ

力
りょく

損
そん

失
しつ

の大
おお

きさは、流
りゅう

体
たい

の密
みつ

度
ど

と関
かん

係
けい

しない。

>4 定
てい

常
じょう

流
りゅう

は、流
なが

れの状
じょう

態
たい

が、場
ば

所
しょ

によってのみ定
さだ

まり時
じ

間
かん

的
てき

には変
へん

化
か

しない。

― 1 ―



【No. 4】 熱
ねつ

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

>1 熱
ねつ

容
よう

量
りょう

の大
おお

きい物
ぶっ

質
しつ

は、温
あたた

まりにくく冷
ひ

えにくい。

>2 熱
ねつ

放
ほう

射
しゃ

による熱
ねつ

エネルギーの伝
でん

達
たつ

には、媒
ばい

体
たい

が必
ひつ

要
よう

である。

>3 熱
ねつ

は、低
てい

温
おん

の物
ぶっ

体
たい

から高
こう

温
おん

の物
ぶっ

体
たい

へ自
し

然
ぜん

に移
うつ

ることはない。

>4 顕
けん

熱
ねつ

は、相
そう

変
へん

化
か

を伴
ともな

わない、物
ぶっ

体
たい

の温
おん

度
ど

を変
か

えるための熱
ねつ

である。

【No. 5】 電
でん

気
き

設
せつ

備
び

において、�記
き

号
ごう

又
また

は文
も

字
じ

記
き

号
ごう

�とその�名
めい

称
しょう

�の組
くみ

合
あわ

せのうち、

適
てき

当
とう

でないものはどれか。

（記
き

号
ごう

又
また

は文
も

字
じ

記
き

号
ごう

） （名
めい

称
しょう

）

>1 EM挨IE 600 V耐
たい

燃
ねん

性
せい

ポリエチレン絶
ぜつ

縁
えん

電
でん

線
せん

>2 PF 合
ごう

成
せい

樹
じゅ

脂
し

製
せい

可
か

とう電
でん

線
せん

管
かん

>3 MC 電
でん

磁
じ

接
せっ

触
しょく

器
き

>4 ELCB 配
はい

線
せん

用
よう

遮
しゃ

断
だん

器
き

【No. 6】 鉄
てっ

筋
きん

コンクリートの特
とく

性
せい

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

>1 鉄
てっ

筋
きん

コンクリート造
ぞう

は、剛
ごう

性
せい

が低
ひく

く振
しん

動
どう

による影
えい

響
きょう

を受
う

けやすい。

>2 異
い

形
けい

棒
ぼう

鋼
こう

は、丸
まる

鋼
こう

と比
くら

べてコンクリートとの付
ふ

着
ちゃく

力
りょく

が大
おお

きい。

>3 コンクリートはアルカリ性
せい

のため、コンクリート中
ちゅう

の鉄
てっ

筋
きん

は錆
さ

びにくい。

>4 コンクリートと鉄
てっ

筋
きん

の線
せん

膨
ぼう

張
ちょう

係
けい

数
すう

は、ほぼ等
ひと

しい。

― 2 ―



※ 問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

No. 7 から No.23 までの 17 問
もん

題
だい

のうちから 9問
もん

題
だい

を選
せん

択
たく

し、解
かい

答
とう

してください｡

【No. 7】 空
くう

気
き

調
ちょう

和
わ

方
ほう

式
しき

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

>1 ファンコイルユニット・ダクト併
へい

用
よう

方
ほう

式
しき

は、全
ぜん

空
くう

気
き

方
ほう

式
しき

に比
くら

べてダクトスペースが小
ちい

さくな

る。

>2 ファンコイルユニット・ダクト併
へい

用
よう

方
ほう

式
しき

は、ファンコイルユニット毎
ごと

の個
こ

別
べつ

制
せい

御
ぎょ

が困
こん

難
なん

であ

る。

>3 パッケージ形
がた

空
くう

気
き

調
ちょう

和
わ

機
き

方
ほう

式
しき

は、全
ぜん

熱
ねつ

交
こう

換
かん

ユニット等
とう

を使
つか

うなどして外
がい

気
き

を取
と

り入
い

れる必
ひつ

要
よう

がある。

>4 パッケージ形
がた

空
くう

気
き

調
ちょう

和
わ

機
き

方
ほう

式
しき

の冷
れい

媒
ばい

配
はい

管
かん

は、長
なが

さが短
みじか

く高
こう

低
てい

差
さ

が小
ちい

さい方
ほう

が運
うん

転
てん

効
こう

率
りつ

が良
よ

い。

【No. 8】 下
か

図
ず

に示
しめ

す暖
だん

房
ぼう

時
じ

の湿
しめ

り空
くう

気
き

線
せん

図
ず

のｄ点
てん

に対
たい

応
おう

する空
くう

気
き

調
ちょう

和
わ

システム図
ず

上
じょう

の位
い

置
ち

とし

て、適
てき

当
とう

なものはどれか。

>1 ◯0

>2 ◯1

>3 ◯K

>4 ◯L

― 3 ―



【No. 9】 熱
ねつ

負
ふ

荷
か

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

>1 構
こう

造
ぞう

体
たい

の構
こう

成
せい

材
ざい

質
しつ

が同
おな

じであれば、厚
あつ

さの薄
うす

い方
ほう

が熱
ねつ

通
つう

過
か

率
りつ

は大
おお

きくなる。

>2 冷
れい

房
ぼう

負
ふ

荷
か

計
けい

算
さん

で、窓
まど

ガラス面
めん

からの熱
ねつ

負
ふ

荷
か

を算
さん

定
てい

する時
とき

はブラインドの有
う

無
む

を考
こう

慮
りょ

する。

>3 暖
だん

房
ぼう

負
ふ

荷
か

計
けい

算
さん

では、一
いっ

般
ぱん

的
てき

に、外
がい

気
き

温
おん

度
ど

の時
じ

間
かん

的
てき

変
へん

化
か

を考
こう

慮
りょ

しない。

>4 照
しょう

明
めい

器
き

具
ぐ

による熱
ねつ

負
ふ

荷
か

は、顕
けん

熱
ねつ

と潜
せん

熱
ねつ

がある。

【No. 10】 エアフィルターの�種
しゅ

類
るい

�と�主
おも

な用
よう

途
と

�の組
くみ

合
あわ

せのうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

（種
しゅ

類
るい

） （主
おも

な用
よう

途
と

）

>1 HEPAフィルター クリーンルーム

>2 活
かっ

性
せい

炭
たん

フィルター ガス処
しょ

理
り

>3 自
じ

動
どう

巻
まき

取
とり

形
がた

一
いっ

般
ぱん

空
くう

調
ちょう

>4 電
でん

気
き

集
しゅう

じん器
き

厨
ちゅう

房
ぼう

排
はい

気
き

【No. 11】 放
ほう

射
しゃ

冷
れい

暖
だん

房
ぼう

方
ほう

式
しき

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

>1 放
ほう

射
しゃ

冷
れい

暖
だん

房
ぼう

方
ほう

式
しき

は、室
しつ

内
ない

における上
じょう

下
げ

の温
おん

度
ど

差
さ

が少
すく

ない。

>2 放
ほう

射
しゃ

暖
だん

房
ぼう

方
ほう

式
しき

は、天
てん

井
じょう

の高
たか

いホール等
とう

では良
りょう

質
しつ

な温
おん

熱
ねつ

環
かん

境
きょう

を得
え

られにくい。

>3 放
ほう

射
しゃ

冷
れい

房
ぼう

方
ほう

式
しき

は、放
ほう

熱
ねつ

面
めん

温
おん

度
ど

を下
さ

げすぎると放
ほう

熱
ねつ

面
めん

で結
けつ

露
ろ

を生
しょう

じる場
ば

合
あい

がある。

>4 放
ほう

射
しゃ

冷
れい

房
ぼう

方
ほう

式
しき

は、室
しつ

内
ない

空
くう

気
き

温
おん

度
ど

を高
たか

めに設
せっ

定
てい

しても温
おん

熱
ねつ

感
かん

的
てき

には快
かい

適
てき

な室
しつ

内
ない

環
かん

境
きょう

を得
え

ること

ができる。
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【No. 12】 パッケージ形
かた

空
くう

気
き

調
ちょう

和
わ

機
き

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

>1 マルチパッケージ形
がた

空
くう

気
き

調
ちょう

和
わ

機
き

には、0台
だい

の屋
おく

外
がい

機
き

で冷
れい

房
ぼう

と暖
だん

房
ぼう

を屋
おく

内
ない

機
き

ごとに選
せん

択
たく

できる

機
き

種
しゅ

もある。

>2 業
ぎょう

務
む

用
よう

パッケージ形
がた

空
くう

気
き

調
ちょう

和
わ

機
き

は、一
いっ

般
ぱん

的
てき

に、代
だい

替
たい

フロン（HFC）が使
し

用
よう

されており、

�フロン類
るい

の使
し

用
よう

の合
ごう

理
り

化
か

及
およ

び管
かん

理
り

の適
てき

正
せい

化
か

に関
かん

する法
ほう

律
りつ

�の対
たい

象
しょう

となっている。

>3 パッケージ形
がた

空
くう

気
き

調
ちょう

和
わ

機
き

には、空
くう

気
き

熱
ねつ

源
げん

ヒートポンプ式
しき

と水
みず

熱
ねつ

源
げん

ヒートポンプ式
しき

がある。

>4 マルチパッケージ形
がた

空
くう

気
き

調
ちょう

和
わ

機
き

方
ほう

式
しき

は、ユニット形
がた

空
くう

気
き

調
ちょう

和
わ

機
き

を用
もち

いた空
くう

気
き

調
ちょう

和
わ

方
ほう

式
しき

に比
くら

べて、機
き

械
かい

室
しつ

面
めん

積
せき

等
とう

が広
ひろ

く必
ひつ

要
よう

となる。

【No. 13】 換
かん

気
き

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

>1 営
えい

業
ぎょう

用
よう

厨
ちゅう

房
ぼう

は、燃
ねん

焼
しょう

空
くう

気
き

の供
きょう

給
きゅう

のため室
しつ

内
ない

を正
せい

圧
あつ

とする。

>2 第
だい

一
いっ

種
しゅ

機
き

械
かい

換
かん

気
き

方
ほう

式
しき

は、給
きゅう

気
き

側
がわ

と排
はい

気
き

側
がわ

の両
りょう

方
ほう

に送
そう

風
ふう

機
き

を設
もう

ける方
ほう

式
しき

である。

>3 駐
ちゅう

車
しゃ

場
じょう

の換
かん

気
き

として、誘
ゆう

引
いん

誘
ゆう

導
どう

換
かん

気
き

方
ほう

式
しき

を採
さい

用
よう

する場
ば

合
あい

がある。

>4 第
だい

三
さん

種
しゅ

機
き

械
かい

換
かん

気
き

方
ほう

式
しき

では、換
かん

気
き

対
たい

象
しょう

室
しつ

内
ない

は負
ふ

圧
あつ

となる。

【No. 14】 換
かん

気
き

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

>1 第
だい

二
に

種
しゅ

機
き

械
かい

換
かん

気
き

方
ほう

式
しき

は、建
たて

具
ぐ

等
とう

からの室
しつ

への空
くう

気
き

の侵
しん

入
にゅう

を抑
よく

制
せい

できる。

>2 局
きょく

所
しょ

換
かん

気
き

は、汚
お

染
せん

物
ぶっ

質
しつ

を汚
お

染
せん

源
げん

の近
ちか

くで補
ほ

そく・処
しょ

理
り

するため、周
しゅう

辺
へん

の室
しつ

内
ない

環
かん

境
きょう

を衛
えい

生
せい

的
てき

か

つ安
あん

全
ぜん

に保
たも

つうえで有
ゆう

効
こう

である。

>3 温
おん

度
ど

差
さ

を利
り

用
よう

する自
し

然
ぜん

換
かん

気
き

方
ほう

式
しき

では、換
かん

気
き

対
たい

象
しょう

室
しつ

のなるべく高
たか

い位
い

置
ち

に給
きゅう

気
き

口
こう

を設
もう

ける。

>4 外
がい

気
き

を導
どう

入
にゅう

し居
きょ

室
しつ

の換
かん

気
き

を行
おこな

う場
ば

合
あい

は、外
がい

気
き

の二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

濃
のう

度
ど

も考
こう

慮
りょ

する。
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【No. 15】 上
じょう

水
すい

道
どう

施
し

設
せつ

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

>1 取
しゅ

水
すい

施
し

設
せつ

は、河
か

川
せん

、湖
こ

沼
しょう

又
また

は地
ち

下
か

の水
すい

源
げん

より原
げん

水
すい

を取
と

り入
い

れ、粗
あら

いごみや砂
すな

を取
と

り除
のぞ

く施
し

設
せつ

である。

>2 送
そう

水
すい

施
し

設
せつ

は、取
しゅ

水
すい

施
し

設
せつ

にて取
と

り入
い

れた原
げん

水
すい

を浄
じょう

水
すい

施
し

設
せつ

へ送
おく

る施
し

設
せつ

である。

>3 着
ちゃく

水
すい

井
せい

には、流
りゅう

入
にゅう

する原
げん

水
すい

の水
すい

位
い

変
へん

動
どう

を安
あん

定
てい

させ、その量
りょう

を調
ちょう

整
せい

することで、浄
じょう

水
すい

施
し

設
せつ

で

の浄
じょう

化
か

処
しょ

理
り

を安
あん

定
てい

させる役
やく

割
わり

がある。

>4 結
けつ

合
ごう

残
ざん

留
りゅう

塩
えん

素
そ

は、遊
ゆう

離
り

残
ざん

留
りゅう

塩
えん

素
そ

より殺
さっ

菌
きん

作
さ

用
よう

が低
ひく

い。

【No. 16】 下
げ

水
すい

道
どう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

>1 下
げ

水
すい

道
どう

本
ほん

管
かん

に接
せつ

続
ぞく

する取
とり

付
つけ

管
かん

の勾
こう

配
ばい

は、
1
100
以
い

上
じょう

とする。

>2 公
こう

共
きょう

下
げ

水
すい

道
どう

は、汚
お

水
すい

を排
はい

除
じょ

すべき排
はい

水
すい

施
し

設
せつ

の相
そう

当
とう

部
ぶ

分
ぶん

が暗
あん

きょ構
こう

造
ぞう

となっている。

>3 段
だん

差
さ

接
せつ

合
ごう

により下
げ

水
すい

道
どう

管
かん

きょを接
せつ

合
ごう

する場
ば

合
あい

、原
げん

則
そく

として副
ふく

管
かん

を使
し

用
よう

するのは、段
だん

差
さ

が 1.5m

以
い

上
じょう

の合
ごう

流
りゅう

管
かん

きょ及
およ

び汚
お

水
すい

管
かん

きょである。

>4 下
げ

水
すい

道
どう

本
ほん

管
かん

に放
ほう

流
りゅう

するための汚
お

水
すい

ますの位
い

置
ち

は、公
こう

道
どう

と民
みん

有
ゆう

地
ち

との境
きょう

界
かい

線
せん

付
ふ

近
きん

とし、ますの

底
てい

部
ぶ

にはインバートを設
もう

ける。

【No. 17】 給
きゅう

水
すい

設
せつ

備
び

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

>1 揚
よう

程
てい

が 30mを超
こ

える給
きゅう

水
すい

ポンプの吐
はき

出
だ

し側
がわ

に取
と

り付
つ

ける逆
ぎゃく

止
と

め弁
べん

は、衝
しょう

撃
げき

吸
きゅう

収
しゅう

式
しき

とする。

>2 受
じゅ

水
すい

タンクのオーバーフローの取
と

り出
だ

しは、給
きゅう

水
すい

吐
と

水
すい

口
こう

端
たん

の高
たか

さより上
じょう

方
ほう

からとする。

>3 受
じゅ

水
すい

タンクへの給
きゅう

水
すい

には、ウォーターハンマーを起
お

こりにくくするため、一
いっ

般
ぱん

的
てき

に、定
てい

水
すい

位
い

弁
べん

が用
もち

いられる。

>4 クロスコネクションとは、飲
いん

料
りょう

用
よう

系
けい

統
とう

とその他
た

の系
けい

統
とう

が、配
はい

管
かん

・装
そう

置
ち

により直
ちょく

接
せつ

接
せつ

続
ぞく

される

ことをいう。
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【No. 18】 給
きゅう

湯
とう

設
せつ

備
び

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

>1 FF方
ほう

式
しき

のガス給
きゅう

湯
とう

器
き

とは、燃
ねん

焼
しょう

用
よう

の外
がい

気
き

導
どう

入
にゅう

と燃
ねん

焼
しょう

排
はい

ガスの屋
おく

外
がい

への排
はい

出
しゅつ

を送
そう

風
ふう

機
き

を用
もち

いて強
きょう

制
せい

的
てき

に行
おこな

う方
ほう

式
しき

である。

>2 60 ℃の湯
ゆ

60リットルと、10 ℃の水
みず

40リットルを混
こん

合
ごう

した時
とき

、混
こん

合
ごう

時
じ

に熱
ねつ

損
そん

失
しつ

がないと仮
か

定
てい

すると、混
こん

合
ごう

水
すい

100リットルの温
おん

度
ど

は 40 ℃となる。

>3 逃
にが

し管
かん

は、加
か

熱
ねつ

による水
みず

の膨
ぼう

張
ちょう

で装
そう

置
ち

内
ない

の圧
あつ

力
りょく

が異
い

常
じょう

に上
じょう

昇
しょう

しないように設
もう

ける。

>4 湯
ゆ

の使
し

用
よう

温
おん

度
ど

は、一
いっ

般
ぱん

的
てき

に、給
きゅう

茶
ちゃ

用
よう

、洗
せん

面
めん

用
よう

ともに 50 ℃程
てい

度
ど

である。

【No. 19】 衛
えい

生
せい

器
き

具
ぐ

の�名
めい

称
しょう

�と当
とう

該
がい

器
き

具
ぐ

の�トラップの最
さい

小
しょう

口
こう

径
けい

�の組
くみ

合
あわ

せのうち、

適
てき

当
とう

でないものはどれか。

（名
めい

称
しょう

） （トラップの最
さい

小
しょう

口
こう

径
けい

）

>1 大
だい

便
べん

器
き

75mm

>2 掃
そう

除
じ

用
よう

流
なが

し 50mm

>3 汚
お

物
ぶつ

流
なが

し 75mm

>4 壁
かべ

掛
か

け小
こ

型
がた

小
しょう

便
べん

器
き

40mm

【No. 20】 排
はい

水
すい

・通
つう

気
き

設
せつ

備
び

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

>1 トラップの封
ふう

水
すい

は、誘
ゆう

導
どう

サイホン作
さ

用
よう

、自
じ

己
こ

サイホン作
さ

用
よう

、蒸
じょう

発
はつ

、毛
もう

管
かん

現
げん

象
しょう

等
とう

により損
そん

失
しつ

す

る場
ば

合
あい

がある。

>2 建
たて

物
もの

内
ない

で用
もち

いられる代
だい

表
ひょう

的
てき

な排
はい

水
すい

通
つう

気
き

方
ほう

式
しき

には、ループ通
つう

気
き

方
ほう

式
しき

、各
かっ

個
こ

通
つう

気
き

方
ほう

式
しき

、伸
しん

頂
ちょう

通
つう

気
き

方
ほう

式
しき

等
とう

がある。

>3 各
かっ

個
こ

通
つう

気
き

管
かん

は、器
き

具
ぐ

のトラップ下
か

流
りゅう

側
がわ

の排
はい

水
すい

管
かん

より取
と

り出
だ

す。

>4 管
かん

トラップの形
けい

式
しき

には、Sトラップ、P トラップ、Uトラップ及
およ

びわんトラップがある。
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【No. 21】 屋
おく

内
ない

消
しょう

火
か

栓
せん

設
せつ

備
び

において、加
か

圧
あつ

送
そう

水
すい

装
そう

置
ち

の方
ほう

式
しき

として、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

>1 水
すい

道
どう

直
ちょっ

結
けつ

による方
ほう

式
しき

>2 高
こう

架
か

水
すい

槽
そう

による方
ほう

式
しき

>3 圧
あつ

力
りょく

水
すい

槽
そう

による方
ほう

式
しき

>4 ポンプによる方
ほう

式
しき

【No. 22】 ガス設
せつ

備
び

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

>1 貯
ちょ

蔵
ぞう

能
のう

力
りょく

1,000 kg 未
み

満
まん

のバルク貯
ちょ

槽
そう

は、その外
がい

面
めん

から1m以
い

内
ない

にある火
か

気
き

をさえぎる措
そ

置
ち

を

講
こう

じ、かつ、屋
おく

外
がい

に設
せっ

置
ち

する。

>2 液
えき

化
か

石
せき

油
ゆ

ガス（LPG）用
よう

のガス漏
も

れ警
けい

報
ほう

器
き

の有
ゆう

効
こう

期
き

間
かん

は、O年
ねん

である。

>3 ガスの比
ひ

重
じゅう

が0未
み

満
まん

の場
ば

合
あい

、ガス漏
も

れ警
けい

報
ほう

設
せつ

備
び

の検
けん

知
ち

器
き

は燃
ねん

焼
しょう

器
き

等
とう

から水
すい

平
へい

距
きょ

離
り

10m以
い

内
ない

に設
もう

ける。

>4 パイプシャフト内
ない

に密
みっ

閉
ぺい

式
しき

ガス湯
ゆ

沸
わかし

器
き

を設
せっ

置
ち

する場
ば

合
あい

、シャフト点
てん

検
けん

扉
とびら

等
とう

に換
かん

気
き

口
こう

を設
もう

け

る。

【No. 23】 浄
じょう

化
か

槽
そう

の構
こう

造
ぞう

方
ほう

法
ほう

を定
さだ

める告
こく

示
じ

に示
しめ

された分
ぶん

離
り

接
せっ

触
しょく

ばっ気
き

方
ほう

式
しき

（処
しょ

理
り

対
たい

象
しょう

人
じん

員
いん

30 人
にん

以
い

下
か

）の処
しょ

理
り

フローとして、正
ただ

しいものはどれか。

>2

>1

>3

>4
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※ 問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

No.24 から No.28 までの 5問
もん

題
だい

は必
ひっ

須
す

問
もん

題
だい

です。全
ぜん

問
もん

題
だい

を解
かい

答
とう

してください｡

【No. 24】 空
くう

気
き

調
ちょう

和
わ

機
き

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

>1 パッケージ形
がた

空
くう

気
き

調
ちょう

和
わ

機
き

は、圧
あっ

縮
しゅく

機
き

、熱
ねつ

源
げん

側
がわ

熱
ねつ

交
こう

換
かん

器
き

、利
り

用
よう

側
がわ

熱
ねつ

交
こう

換
かん

器
き

、膨
ぼう

張
ちょう

弁
べん

、送
そう

風
ふう

機
き

、

エアフィルター等
とう

が、屋
おく

外
がい

機
き

や屋
おく

内
ない

機
き

に収
しゅう

納
のう

される。

>2 ユニット形
がた

空
くう

気
き

調
ちょう

和
わ

機
き

の風
ふう

量
りょう

調
ちょう

節
せつ

には、インバーター、スクロールダンパー及
およ

びインレッ

トベーン方
ほう

式
しき

があり、省
しょう

エネルギー効
こう

果
か

が最
もっと

も高
たか

いのはインバーター方
ほう

式
しき

である。

>3 ガスエンジンヒートポンプ式
しき

空
くう

気
き

調
ちょう

和
わ

機
き

は、エンジンの排
はい

ガスや冷
れい

却
きゃく

水
すい

の排
はい

熱
ねつ

の有
ゆう

効
こう

利
り

用
よう

に

より高
たか

い冷
れい

房
ぼう

能
のう

力
りょく

が得
え

られる。

>4 ユニット形
がた

空
くう

気
き

調
ちょう

和
わ

機
き

は、冷
れい

却
きゃく

、加
か

熱
ねつ

の熱
ねつ

源
げん

装
そう

置
ち

を持
も

たず、ほかから供
きょう

給
きゅう

される冷
れい

温
おん

水
すい

等
とう

を用
もち

いて空
くう

気
き

を処
しょ

理
り

し送
そう

風
ふう

する機
き

器
き

である。

【No. 25】 設
せつ

備
び

機
き

器
き

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

>1 冷
れい

却
きゃく

塔
とう

は、冷
れい

凍
とう

機
き

等
とう

で作
つく

る冷
れい

水
すい

を利
り

用
よう

して冷
れい

却
きゃく

水
すい

の水
すい

温
おん

を下
さ

げる装
そう

置
ち

である。

>2 遠
えん

心
しん

ポンプでは、吐
はき

出
だ

し量
りょう

は羽
は

根
ね

車
ぐるま

の回
かい

転
てん

速
そく

度
ど

に比
ひ

例
れい

して変
へん

化
か

し、揚
よう

程
てい

は回
かい

転
てん

速
そく

度
ど

の1乗
じょう

に

比
ひ

例
れい

して変
へん

化
か

する。

>3 軸
じく

流
りゅう

送
そう

風
ふう

機
き

は、軸
じく

方
ほう

向
こう

から空
くう

気
き

が入
はい

り、軸
じく

方
ほう

向
こう

に抜
ぬ

けるものである。

>4 パン形
がた

加
か

湿
しつ

器
き

は、水
すい

槽
そう

内
ない

の水
みず

を電
でん

気
き

ヒーター等
とう

により加
か

熱
ねつ

し蒸
じょう

気
き

を発
はっ

生
せい

させて加
か

湿
しつ

する装
そう

置
ち

である。

【No. 26】 配
はい

管
かん

材
ざい

料
りょう

及
およ

び配
はい

管
かん

附
ふ

属
ぞく

品
ひん

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

>1 バタフライ弁
べん

は、仕
し

切
きり

弁
べん

に比
くら

べ、取
とり

付
つ

けスペースが小
ちい

さい。

>2 逆
ぎゃく

止
と

め弁
べん

は、チャッキ弁
べん

とも呼
よ

ばれ、スイング式
しき

、リフト式
しき

等
とう

がある。

>3 硬
こう

質
しつ

ポリ塩
えん

化
か

ビニル管
かん

の接
せつ

合
ごう

は、接
せっ

着
ちゃく

接
せつ

合
ごう

、ゴム輪
わ

接
せつ

合
ごう

等
とう

がある。

>4 硬
こう

質
しつ

ポリ塩
えん

化
か

ビニル管
かん

の VU管
かん

は、VP管
かん

に比
くら

べて設
せっ

計
けい

圧
あつ

力
りょく

が高
たか

い。
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【No. 27】 ダクト及
およ

びダクト附
ふ

属
ぞく

品
ひん

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

>1 長
ちょう

方
ほう

形
けい

ダクトの板
いた

厚
あつ

は、ダクトの周
しゅう

長
ちょう

により決
けっ

定
てい

する。

>2 長
ちょう

方
ほう

形
けい

ダクトのアスペクト比
ひ

（長
ちょう

辺
へん

/短
たん

辺
ぺん

）は、原
げん

則
そく

としてL以
い

下
か

とする。

>3 フレキシブルダクトは、一
いっ

般
ぱん

的
てき

に、ダクトと吹
ふき

出
だし

口
ぐち

等
とう

との接
せつ

続
ぞく

用
よう

として用
もち

いられる。

>4 変
へん

風
ふう

量
りょう

ユニットは、室
しつ

内
ない

の負
ふ

荷
か

変
へん

動
どう

に応
おう

じて風
ふう

量
りょう

を変
へん

化
か

させるものである。

【No. 28】 �設
せつ

備
び

機
き

器
き

�と�設
せっ

計
けい

図
と

書
しょ

に記
き

載
さい

する項
こう

目
もく

�の組
くみ

合
あわ

せのうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

（設
せつ

備
び

機
き

器
き

） （設
せっ

計
けい

図
と

書
しょ

に記
き

載
さい

する項
こう

目
もく

）

>1 空
くう

気
き

熱
ねつ

源
げん

ヒートポンプユニット 冷
れい

温
おん

水
すい

出
で

入
いり

口
ぐち

温
おん

度
ど

>2 送
そう

風
ふう

機
き

初
しょ

期
き

抵
てい

抗
こう

>3 冷
れい

却
きゃく

塔
とう

騒
そう

音
おん

値
ち

>4 瞬
しゅん

間
かん

湯
ゆ

沸
わかし

器
き

号
ごう

数
すう
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※ 問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

No.29 から No.38 までの 10 問
もん

題
だい

のうちから 8問
もん

題
だい

を選
せん

択
たく

し、解
かい

答
とう

してください｡

【No. 29】 公
こう

共
きょう

工
こう

事
じ

の施
せ

工
こう

計
けい

画
かく

等
とう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

>1 工
こう

事
じ

に使
し

用
よう

する資
し

機
き

材
ざい

は、石
いし

綿
わた

を含
がん

有
ゆう

しないものとする。

>2 仮
か

設
せつ

計
けい

画
かく

は、設
せっ

計
けい

図
と

書
しょ

に特
とく

別
べつ

の定
さだ

めがない場
ば

合
あい

、原
げん

則
そく

として請
うけ

負
おい

者
しゃ

の責
せき

任
にん

において定
さだ

める。

>3 現
げん

場
ば

説
せつ

明
めい

書
しょ

と質
しつ

問
もん

回
かい

答
とう

書
しょ

の内
ない

容
よう

に相
そう

違
い

がある場
ば

合
あい

は、現
げん

場
ば

説
せつ

明
めい

書
しょ

の内
ない

容
よう

が優
ゆう

先
せん

される。

>4 工
こう

事
じ

写
しゃ

真
しん

は、後
ご

日
じつ

の目
もく

視
し

検
けん

査
さ

が容
よう

易
い

でない箇
か

所
しょ

のほか、設
せっ

計
けい

図
と

書
しょ

で定
さだ

められている箇
か

所
しょ

につい

ても撮
さつ

影
えい

しなければならない。

【No. 30】 下
か

図
ず

に示
しめ

すネットワーク工
こう

程
てい

表
ひょう

について、クリティカルパスの�本
ほん

数
すう

�と�所
しょ

要
よう

日
にっ

数
すう

�

の組
くみ

合
あわ

せとして、適
てき

当
とう

なものはどれか。

ただし、図
ず

中
ちゅう

のイベント間
かん

のＡ〜Ｈは作
さ

業
ぎょう

内
ない

容
よう

、日
にっ

数
すう

は作
さ

業
ぎょう

日
にっ

数
すう

を表
あらわ

す。

Ａ

L日
にち

Ｂ

O日
にち

Ｆ

O日
にち

Ｃ

0日
にち

Ｄ

K日
にち

Ｈ

O日
にち

Ｇ

L日
にち

Ｅ

L日
にち

1

K

0 RL O

S

（本
ほん

数
すう

） （所
しょ

要
よう

日
にっ

数
すう

）

>1 0本
ぽん

15日
にち

>2 0本
ぽん

16日
にち

>3 1本
ほん

15日
にち

>4 1本
ほん

16日
にち
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【No. 31】 品
ひん

質
しつ

を確
かく

認
にん

するための検
けん

査
さ

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

>1 抜
ぬき

取
とり

検
けん

査
さ

には、計
けい

数
すう

抜
ぬき

取
とり

検
けん

査
さ

と計
けい

量
りょう

抜
ぬき

取
とり

検
けん

査
さ

がある。

>2 品
しな

物
もの

を破
は

壊
かい

しなければ検
けん

査
さ

の目
もく

的
てき

を達
たっ

し得
え

ない場
ば

合
あい

は、全
ぜん

数
すう

検
けん

査
さ

を行
おこな

う。

>3 不
ふ

良
りょう

品
ひん

を見
み

逃
のが

すと人
じん

身
しん

事
じ

故
こ

のおそれがある場
ば

合
あい

は、全
ぜん

数
すう

検
けん

査
さ

を行
おこな

う。

>4 抜
ぬき

取
とり

検
けん

査
さ

では、ロットとして、合
ごう

格
かく

、不
ふ

合
ごう

格
かく

が判
はん

定
てい

される。

【No. 32】 建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

における安
あん

全
ぜん

管
かん

理
り

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

>1 熱
ねっ

中
ちゅう

症
しょう

予
よ

防
ぼう

のための指
し

標
ひょう

として、気
き

温
おん

、湿
しつ

度
ど

及
およ

び輻
ふく

射
しゃ

熱
ねつ

に関
かん

する値
あたい

を組
く

み合
あ

わせて計
けい

算
さん

す

る暑
あつ

さ指
し

数
すう

（WBGT）がある。

>2 回
かい

転
てん

する刃
は

物
もの

を使
し

用
よう

する作
さ

業
ぎょう

では、手
て

が巻
ま

き込
こ

まれるおそれがあるので、手
て

袋
ぶくろ

の使
し

用
よう

を禁
きん

止
し

する。

>3 労
ろう

働
どう

者
しゃ

が、就
しゅう

業
ぎょう

場
ば

所
しょ

から他
た

の就
しゅう

業
ぎょう

場
ば

所
しょ

へ移
い

動
どう

する途
と

中
ちゅう

で被
こうむ

った災
さい

害
がい

は、通
つう

勤
きん

災
さい

害
がい

に該
がい

当
とう

し

ない。

>4 ツールボックスミーティングとは、関
かん

係
けい

する作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

が作
さ

業
ぎょう

開
かい

始
し

前
まえ

に集
あつ

まり、その日
ひ

の作
さ

業
ぎょう

、

安
あん

全
ぜん

等
とう

について話
はなし

合
あ

いを行
おこな

うことである。

【No. 33】 機
き

器
き

の据
すえ

付
つ

けに関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

>1 飲
いん

料
りょう

用
よう

受
じゅ

水
すい

タンクの上
じょう

部
ぶ

には、排
はい

水
すい

設
せつ

備
び

や空
くう

気
き

調
ちょう

和
わ

設
せつ

備
び

の配
はい

管
かん

等
とう

、飲
いん

料
りょう

水
すい

以
い

外
がい

の配
はい

管
かん

は通
とお

さないようにする。

>2 送
そう

風
ふう

機
き

及
およ

びモーターのプーリーの芯
しん

出
だ

しは、プーリーの外
そと

側
がわ

面
めん

に定
じょう

規
ぎ

、水
みず

糸
いと

等
とう

を当
あ

て出
で

入
い

り

を調
ちょう

整
せい

する。

>3 汚
お

物
ぶつ

排
はい

水
すい

槽
そう

に設
もう

ける排
はい

水
すい

用
よう

水
すい

中
ちゅう

モーターポンプは、点
てん

検
けん

、引
ひき

上
あ

げに支
し

障
しょう

がないように、点
てん

検
けん

用
よう

マンホールの真
ま

下
した

近
ちか

くに設
せっ

置
ち

する。

>4 壁
かべ

付
つき

洗
せん

面
めん

器
き

を軽
けい

量
りょう

鉄
てっ

骨
こつ

ボード壁
かべ

に取
と

り付
つ

ける場
ば

合
あい

は、ボードに直
ちょく

接
せつ

バックハンガーを取
と

り付
つ

ける。
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【No. 34】 配
はい

管
かん

及
およ

び配
はい

管
かん

附
ふ

属
ぞく

品
ひん

の施
せ

工
こう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

>1 呼
よ

び径
けい

100 の屋
おく

内
ない

横
よこ

走
ばし

り排
はい

水
すい

管
かん

の最
さい

小
しょう

勾
こう

配
ばい

は、
1
200
とする。

>2 排
はい

水
すい

トラップの封
ふう

水
すい

深
しん

は、50mm以
い

上
じょう

100mm以
い

下
か

とする。

>3 便
べん

所
じょ

の床
ゆか

下
した

排
はい

水
すい

管
かん

は、一
いっ

般
ぱん

的
てき

に、勾
こう

配
ばい

を考
こう

慮
りょ

して排
はい

水
すい

管
かん

を給
きゅう

水
すい

管
かん

より先
さき

に施
せ

工
こう

する。

>4 K階
かい

以
い

上
じょう

にわたる排
はい

水
すい

立
た

て管
かん

には、各
かく

階
かい

ごとに満
まん

水
すい

試
し

験
けん

継
つぎ

手
て

を取
と

り付
つ

ける。

【No. 35】 ダクト及
およ

びダクト附
ふ

属
ぞく

品
ひん

の施
せ

工
こう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

>1 給
きゅう

排
はい

気
き

ガラリの面
めん

風
ふう

速
そく

は、騒
そう

音
おん

の発
はっ

生
せい

等
とう

を考
こう

慮
りょ

して決
けっ

定
てい

する。

>2 ダクトの断
だん

面
めん

を変
へん

形
けい

させるときの縮
しゅく

小
しょう

部
ぶ

の傾
けい

斜
しゃ

角
かく

度
ど

は、30 度
ど

以
い

下
か

とする。

>3 送
そう

風
ふう

機
き

の接
せつ

続
ぞく

ダクトに風
ふう

量
りょう

測
そく

定
てい

口
こう

を設
もう

ける場
ば

合
あい

は、送
そう

風
ふう

機
き

の吐
はき

出
だ

し口
ぐち

の直
ちょく

後
ご

に取
と

り付
つ

ける。

>4 浴
よく

室
しつ

等
とう

の多
た

湿
しつ

箇
か

所
しょ

の排
はい

気
き

ダクトは、一
いっ

般
ぱん

的
てき

に、その継
つぎ

目
め

及
およ

び継
つぎ

手
て

にシールを施
ほどこ

す。

【No. 36】 塗
と

装
そう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

>1 塗
と

料
りょう

の調
ちょう

合
ごう

は、原
げん

則
そく

として、工
こう

事
じ

現
げん

場
ば

で行
おこな

う。

>2 塗
と

装
そう

の工
こう

程
てい

間
かん

隔
かく

時
じ

間
かん

は、材
ざい

料
りょう

の種
しゅ

類
るい

、気
き

象
しょう

条
じょう

件
けん

等
とう

に応
おう

じて定
さだ

める。

>3 塗
と

装
そう

場
ば

所
しょ

の気
き

温
おん

がO℃以
い

下
か

の場
ば

合
あい

、原
げん

則
そく

として、塗
と

装
そう

は行
おこな

わない。

>4 下
した

塗
ぬ

り塗
と

料
りょう

としては、一
いっ

般
ぱん

的
てき

に、さび止
ど

めペイントが使
し

用
よう

される。

【No. 37】 異
い

種
しゅ

管
かん

の接
せつ

合
ごう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

>1 金
きん

属
ぞく

異
い

種
しゅ

管
かん

の接
せつ

合
ごう

でイオン化
か

傾
けい

向
こう

が大
おお

きく異
こと

なるものは、絶
ぜつ

縁
えん

継
つぎ

手
て

を介
かい

して接
せつ

合
ごう

する。

>2 配
はい

管
かん

用
よう

炭
たん

素
そ

鋼
こう

鋼
こう

管
かん

と銅
どう

管
かん

の接
せつ

合
ごう

は、絶
ぜつ

縁
えん

フランジ接
せつ

合
ごう

とする。

>3 配
はい

管
かん

用
よう

炭
たん

素
そ

鋼
こう

鋼
こう

管
かん

とステンレス鋼
こう

管
かん

の接
せつ

合
ごう

は、防
ぼう

振
しん

継
つぎ

手
て

を介
かい

して接
せつ

合
ごう

する。

>4 配
はい

管
かん

用
よう

炭
たん

素
そ

鋼
こう

鋼
こう

管
かん

と硬
こう

質
しつ

塩
えん

化
か

ビニル管
かん

の接
せつ

合
ごう

は、ユニオン又
また

はソケットを用
もち

いて接
せつ

合
ごう

する。
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【No. 38】 空
くう

気
き

調
ちょう

和
わ

設
せつ

備
び

の試
し

運
うん

転
てん

調
ちょう

整
せい

における�測
そく

定
てい

対
たい

象
しょう

�と�測
そく

定
てい

機
き

器
き

�の組
くみ

合
あわ

せのうち、

適
てき

当
とう

でないものはどれか。

（測
そく

定
てい

対
たい

象
しょう

） （測
そく

定
てい

機
き

器
き

）

>1 ダクト内
ない

圧
あつ

力
りょく

直
ちょく

読
どく

式
しき

検
けん

知
ち

管
かん

>2 ダクト内
ない

風
ふう

量
りょう

熱
ねっ

線
せん

風
ふう

速
そく

計
けい

>3 室
しつ

内
ない

温
おん

湿
しつ

度
ど

アスマン通
つう

風
ふう

乾
かん

湿
しつ

計
けい

>4 室
しつ

内
ない

気
き

流
りゅう

カタ計
けい
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※ 問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

No.39 から No.48 までの 10 問
もん

題
だい

のうちから 8問
もん

題
だい

を選
せん

択
たく

し、解
かい

答
とう

してください｡

【No. 39】 建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

の作
さ

業
ぎょう

所
しょ

における安
あん

全
ぜん

衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、�労
ろう

働
どう

安
あん

全
ぜん

衛
えい

生
せい

法
ほう

�上
じょう

、

誤
あやま

っているものはどれか。

>1 事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

は、労
ろう

働
どう

者
しゃ

の作
さ

業
ぎょう

内
ない

容
よう

を変
へん

更
こう

したときは、当
とう

該
がい

労
ろう

働
どう

者
しゃ

に対
たい

し、その従
じゅう

事
じ

する業
ぎょう

務
む

に

関
かん

する安
あん

全
ぜん

又
また

は衛
えい

生
せい

のための教
きょう

育
いく

を行
おこな

わなければならない。

>2 事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

は、移
い

動
どう

はしごを使
し

用
よう

する場
ば

合
あい

、はしごの幅
はば

は 30 cm以
い

上
じょう

のものでなければ使
し

用
よう

して

はならない。

>3 事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

は、可
か

燃
ねん

性
せい

ガス及
およ

び酸
さん

素
そ

を用
もち

いて行
おこな

う金
きん

属
ぞく

の溶
よう

接
せつ

、溶
よう

断
だん

又
また

は加
か

熱
ねつ

の業
ぎょう

務
む

に使
し

用
よう

するガ

ス等
とう

の容
よう

器
き

の温
おん

度
ど

を 40 度
ど

以
い

下
か

に保
たも

たなければならない。

>4 事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

は、酸
さん

素
そ

欠
けつ

乏
ぼう

危
き

険
けん

作
さ

業
ぎょう

に労
ろう

働
どう

者
しゃ

を従
じゅう

事
じ

させる場
ば

合
あい

は、当
とう

該
がい

作
さ

業
ぎょう

を行
おこな

う場
ば

所
しょ

の空
くう

気
き

中
ちゅう

の酸
さん

素
そ

の濃
のう

度
ど

を 15 ％以
い

上
じょう

に保
たも

つように換
かん

気
き

しなければならない。

【No. 40】 災
さい

害
がい

補
ほ

償
しょう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、�労
ろう

働
どう

基
き

準
じゅん

法
ほう

�上
じょう

、誤
あやま

っているものはどれか。

>1 労
ろう

働
どう

者
しゃ

が業
ぎょう

務
む

上
じょう

負
ふ

傷
しょう

し、又
また

は疾
しっ

病
ぺい

にかかった場
ば

合
あい

においては、使
し

用
よう

者
しゃ

は、その費
ひ

用
よう

で必
ひつ

要
よう

な

療
りょう

養
よう

を行
おこな

い、又
また

は必
ひつ

要
よう

な療
りょう

養
よう

の費
ひ

用
よう

を負
ふ

担
たん

しなければならない。

>2 労
ろう

働
どう

者
しゃ

が業
ぎょう

務
む

上
じょう

負
ふ

傷
しょう

し、労
ろう

働
どう

することができないために賃
ちん

金
ぎん

を受
う

けない場
ば

合
あい

においては、使
し

用
よう

者
しゃ

は、平
へい

均
きん

賃
ちん

金
ぎん

の
60
100
の休
きゅう

業
ぎょう

補
ほ

償
しょう

を行
おこな

わなければならない。

>3 労
ろう

働
どう

者
しゃ

が業
ぎょう

務
む

上
じょう

負
ふ

傷
しょう

し、又
また

は疾
しっ

病
ぺい

にかかり、治
なお

った場
ば

合
あい

において、その身
しん

体
たい

に障
しょう

害
がい

が存
そん

す

るときは、使
し

用
よう

者
しゃ

は、その障
しょう

害
がい

の程
てい

度
ど

に応
おう

じて、金
きん

銭
せん

的
てき

障
しょう

害
がい

補
ほ

償
しょう

を行
おこな

わなければならない。

>4 労
ろう

働
どう

者
しゃ

が重
じゅう

大
だい

な過
か

失
しつ

によって業
ぎょう

務
む

上
じょう

負
ふ

傷
しょう

したときに、使
し

用
よう

者
しゃ

がその過
か

失
しつ

について行
ぎょう

政
せい

官
かん

庁
ちょう

の認
にん

定
てい

を受
う

けた場
ば

合
あい

においても、休
きゅう

業
ぎょう

補
ほ

償
しょう

又
また

は障
しょう

害
がい

補
ほ

償
しょう

を行
おこな

わなければならない。
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【No. 41】 建
けん

築
ちく

物
ぶつ

の面
めん

積
せき

、高
たか

さ及
およ

び階
かい

数
すう

の算
さん

定
てい

方
ほう

法
ほう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、�建
けん

築
ちく

基
き

準
じゅん

法
ほう

�上
じょう

、

誤
あやま

っているものはどれか。

>1 建
けん

築
ちく

物
ぶつ

の外
がい

壁
へき

又
また

はこれに代
か

わる柱
はしら

の中
ちゅう

心
しん

線
せん

から水
すい

平
へい

距
きょ

離
り

0m突
つ

き出
で

たひさしの水
すい

平
へい

投
とう

影
えい

面
めん

積
せき

は、当
とう

該
がい

建
けん

築
ちく

物
ぶつ

の建
けん

築
ちく

面
めん

積
せき

に算
さん

入
にゅう

しない。

>2 建
けん

築
ちく

物
ぶつ

の塔
とう

屋
や

部
ぶ

分
ぶん

は、その用
よう

途
と

と面
めん

積
せき

にかかわらず建
けん

築
ちく

物
ぶつ

の階
かい

数
すう

に算
さん

入
にゅう

しない。

>3 延
の

べ面
めん

積
せき

は、建
けん

築
ちく

物
ぶつ

の各
かく

階
かい

の床
ゆか

面
めん

積
せき

の合
ごう

計
けい

である。

>4 屋
や

根
ね

の棟
むね

飾
かざ

りは、建
けん

築
ちく

物
ぶつ

の高
たか

さに算
さん

入
にゅう

しない。

【No. 42】 建
けん

築
ちく

物
ぶつ

に設
もう

ける中
ちゅう

央
おう

管
かん

理
り

方
ほう

式
しき

の空
くう

気
き

調
ちょう

和
わ

設
せつ

備
び

によって、居
きょ

室
しつ

の空
くう

気
き

が適
てき

合
ごう

しなければな

らない基
き

準
じゅん

として、�建
けん

築
ちく

基
き

準
じゅん

法
ほう

�上
じょう

、誤
あやま

っているものはどれか。

>1 浮
ふ

遊
ゆう

粉
ふん

じんの量
りょう

は、おおむね空
くう

気
き

0m3につき 0.15mg以
い

下
か

とする。

>2 一
いっ

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

の含
がん

有
ゆう

率
りつ

は、おおむね 100万
まん

分
ぶん

の 100 以
い

下
か

とする。

>3 炭
たん

酸
さん

ガスの含
がん

有
ゆう

率
りつ

は、おおむね 100万
まん

分
ぶん

の 1,000 以
い

下
か

とする。

>4 相
そう

対
たい

湿
しつ

度
ど

は、おおむね 40 ％以
い

上
じょう

70 ％以
い

下
か

とする。

【No. 43】 建
けん

設
せつ

業
ぎょう

の許
きょ

可
か

を受
う

けた建
けん

設
せつ

業
ぎょう

者
しゃ

が、現
げん

場
ば

に置
お

く主
しゅ

任
にん

技
ぎ

術
じゅつ

者
しゃ

等
とう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、

�建
けん

設
せつ

業
ぎょう

法
ほう

�上
じょう

、誤
あやま

っているものはどれか。

>1 主
しゅ

任
にん

技
ぎ

術
じゅつ

者
しゃ

は、当
とう

該
がい

建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

の施
せ

工
こう

計
けい

画
かく

の作
さく

成
せい

、工
こう

程
てい

管
かん

理
り

、品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

その他
た

の技
ぎ

術
じゅつ

上
じょう

の管
かん

理
り

及
およ

び当
とう

該
がい

建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

の施
せ

工
こう

に従
じゅう

事
じ

する者
もの

の技
ぎ

術
じゅつ

上
じょう

の指
し

導
どう

監
かん

督
とく

の職
しょく

務
む

を誠
せい

実
じつ

に行
おこな

わなければ

ならない。

>2 工
こう

事
じ

現
げん

場
ば

における建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

の施
せ

工
こう

に従
じゅう

事
じ

する者
もの

は、主
しゅ

任
にん

技
ぎ

術
じゅつ

者
しゃ

又
また

は監
かん

理
り

技
ぎ

術
じゅつ

者
しゃ

がその職
しょく

務
む

として行
おこな

う指
し

導
どう

に従
したが

わなければならない。

>3 発
はっ

注
ちゅう

者
しゃ

から直
ちょく

接
せつ

建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

を請
う

け負
お

った特
とく

定
てい

建
けん

設
せつ

業
ぎょう

者
しゃ

は、その工
こう

事
じ

の下
した

請
うけ

契
けい

約
やく

の請
うけ

負
おい

代
だい

金
きん

の

総
そう

額
がく

が一
いっ

定
てい

額
がく

以
い

上
じょう

の場
ば

合
あい

、主
しゅ

任
にん

技
ぎ

術
じゅつ

者
しゃ

の代
か

わりに監
かん

理
り

技
ぎ

術
じゅつ

者
しゃ

を置
お

かなければならない。

>4 主
しゅ

任
にん

技
ぎ

術
じゅつ

者
しゃ

は、請
うけ

負
おい

契
けい

約
やく

の履
り

行
こう

を確
かく

保
ほ

するため、請
うけ

負
おい

人
にん

に代
か

わって工
こう

事
じ

の施
せ

工
こう

に関
かん

する一
いっ

切
さい

の事
じ

項
こう

を処
しょ

理
り

しなければならない。
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【No. 44】 建
けん

設
せつ

業
ぎょう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、�建
けん

設
せつ

業
ぎょう

法
ほう

�上
じょう

、誤
あやま

っているものはどれか。

>1 建
けん

設
せつ

業
ぎょう

者
しゃ

は、建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

の注
ちゅう

文
もん

者
しゃ

から請
せい

求
きゅう

があったときは、請
うけ

負
おい

契
けい

約
やく

の成
せい

立
りつ

後
ご

、速
すみ

やかに建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

の見
み

積
つもり

書
しょ

を交
こう

付
ふ

しなければならない。

>2 建
けん

設
せつ

業
ぎょう

者
しゃ

は、共
きょう

同
どう

住
じゅう

宅
たく

を新
しん

築
ちく

する建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

を請
う

け負
お

った場
ば

合
あい

、いかなる方
ほう

法
ほう

をもってする

かを問
と

わず、一
いっ

括
かつ

して他
た

人
にん

に請
う

け負
お

わせてはならない。

>3 請
うけ

負
おい

人
にん

は、現
げん

場
ば

代
だい

理
り

人
にん

を置
お

く場
ば

合
あい

においては、当
とう

該
がい

現
げん

場
ば

代
だい

理
り

人
にん

の権
けん

限
げん

に関
かん

する事
じ

項
こう

等
とう

を、書
しょ

面
めん

により注
ちゅう

文
もん

者
しゃ

に通
つう

知
ち

しなければならない。

>4 建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

の請
うけ

負
おい

契
けい

約
やく

の当
とう

事
じ

者
しゃ

は、契
けい

約
やく

の締
てい

結
けつ

に際
さい

して、工
こう

事
じ

内
ない

容
よう

、請
うけ

負
おい

代
だい

金
きん

の額
がく

、工
こう

事
じ

着
ちゃく

手
しゅ

の時
じ

期
き

及
およ

び工
こう

事
じ

完
かん

成
せい

の時
じ

期
き

等
とう

を書
しょ

面
めん

に記
き

載
さい

し、相
そう

互
ご

に交
こう

付
ふ

しなければならない。

【No. 45】 消
しょう

防
ぼう

の用
よう

に供
きょう

する設
せつ

備
び

のうち、�消
しょう

防
ぼう

法
ほう

�上
じょう

、消
しょう

火
か

設
せつ

備
び

に該
がい

当
とう

しないものはどれか。

>1 消
しょう

火
か

器
き

>2 屋
おく

内
ない

消
しょう

火
か

栓
せん

設
せつ

備
び

>3 防
ぼう

火
か

水
すい

槽
そう

>4 スプリンクラー設
せつ

備
び

【No. 46】 次
つぎ

の建
けん

設
せつ

資
し

材
ざい

のうち、�建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

に係
かか

る資
し

材
ざい

の再
さい

資
し

源
げん

化
か

等
とう

に関
かん

する法
ほう

律
りつ

�上
じょう

、再
さい

資
し

源
げん

化
か

が

特
とく

に必
ひつ

要
よう

とされる特
とく

定
てい

建
けん

設
せつ

資
し

材
ざい

に該
がい

当
とう

しないものはどれか。

>1 コンクリート及
およ

び鉄
てつ

から成
な

る建
けん

設
せつ

資
し

材
ざい

>2 アスファルト・コンクリート

>3 アスファルト・ルーフィング

>4 木
もく

材
ざい
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【No. 47】 �騒
そう

音
おん

規
き

制
せい

法
ほう

�上
じょう

、特
とく

定
てい

建
けん

設
せつ

作
さ

業
ぎょう

に伴
ともな

って発
はっ

生
せい

する騒
そう

音
おん

を規
き

制
せい

する指
し

定
てい

地
ち

域
いき

内
ない

において、

災
さい

害
がい

その他
た

非
ひ

常
じょう

の事
じ

態
たい

の発
はっ

生
せい

により当
とう

該
がい

特
とく

定
てい

建
けん

設
せつ

作
さ

業
ぎょう

を緊
きん

急
きゅう

に行
おこな

う必
ひつ

要
よう

がある場
ば

合
あい

に

あっても、当
とう

該
がい

騒
そう

音
おん

について規
き

制
せい

が適
てき

用
よう

されるものはどれか。

>1 0日
にち

14 時
じ

間
かん

を超
こ

えて行
おこな

われる作
さ

業
ぎょう

に伴
ともな

って発
はっ

生
せい

する騒
そう

音
おん

>2 深
しん

夜
や

に行
おこな

われる作
さ

業
ぎょう

に伴
ともな

って発
はっ

生
せい

する騒
そう

音
おん

>3 連
れん

続
ぞく

してS日
にち

間
かん

を超
こ

えて行
おこな

われる作
さ

業
ぎょう

に伴
ともな

って発
はっ

生
せい

する騒
そう

音
おん

>4 作
さ

業
ぎょう

場
ば

所
しょ

の敷
しき

地
ち

境
きょう

界
かい

線
せん

において、85 デシベルを超
こ

える大
おお

きさの騒
そう

音
おん

【No. 48】 廃
はい

棄
き

物
ぶつ

の処
しょ

理
り

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、�廃
はい

棄
き

物
ぶつ

の処
しょ

理
り

及
およ

び清
せい

掃
そう

に関
かん

する法
ほう

律
りつ

�上
じょう

、

誤
あやま

っているものはどれか。

>1 地
じ

山
やま

の掘
くっ

削
さく

により生
しょう

じる土
ど

砂
しゃ

は、産
さん

業
ぎょう

廃
はい

棄
き

物
ぶつ

として処
しょ

理
り

する。

>2 廃
はい

エアコンディショナー（国
こく

内
ない

における日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

に伴
ともな

って生
しょう

じたものに限
かぎ

る。）に含
ふく

まれるポ

リ塩
えん

化
か

ビフェニルを使
し

用
よう

する部
ぶ

品
ひん

は、特
とく

別
べつ

管
かん

理
り

一
いっ

般
ぱん

廃
はい

棄
き

物
ぶつ

である。

>3 建
けん

築
ちく

物
ぶつ

の改
かい

築
ちく

に伴
ともな

い生
しょう

じた衛
えい

生
せい

陶
とう

器
き

の破
は

片
へん

は、産
さん

業
ぎょう

廃
はい

棄
き

物
ぶつ

として処
しょ

理
り

する。

>4 建
けん

築
ちく

物
ぶつ

の改
かい

築
ちく

に伴
ともな

い除
じょ

去
きょ

したビニル床
ゆか

タイルに、石
いし

綿
わた

をその重
じゅう

量
りょう

の 0.1 ％を超
こ

えて含
がん

有
ゆう

する

場
ば

合
あい

、石
いし

綿
わた

含
がん

有
ゆう

産
さん

業
ぎょう

廃
はい

棄
き

物
ぶつ

として処
しょ

理
り

する。
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※ 問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

No.49 から No.52 までの問
もん

題
だい

の正
せい

解
かい

は、�問
もん

について二
ふた

つです。

当
とう

該
がい

問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

の解
かい

答
とう

記
き

入
にゅう

欄
らん

の正
せい

解
かい

と思
おも

う数
すう

字
じ

を二
ふた

つぬりつぶしてください。

0問
もん

について、一
ひと

つだけぬりつぶしたものや、三
みっ

つ以
い

上
じょう

ぬりつぶしたものは、正
せい

解
かい

となりま

せん。

※ 問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

No.49 から No.52 までの 4問
もん

題
だい

は必
ひっ

須
す

問
もん

題
だい

です。全
ぜん

問
もん

題
だい

を解
かい

答
とう

してください｡

【No. 49】 工
こう

程
てい

表
ひょう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

適
てき

当
とう

でないものは二
ふた

つあるので、二
ふた

つとも答
こた

えなさい。

>1 ガントチャート工
こう

程
てい

表
ひょう

は、各
かく

作
さ

業
ぎょう

の進
しん

行
こう

度
ど

合
あ

いが把
は

握
あく

しやすく、建
けん

築
ちく

工
こう

事
じ

で頻
ひん

繁
ぱん

に使
し

用
よう

され

る。

>2 ガントチャート工
こう

程
てい

表
ひょう

は、各
かく

作
さ

業
ぎょう

の前
ぜん

後
ご

関
かん

係
けい

が不
ふ

明
めい

等
とう

の欠
けっ

点
てん

があり、これを改
かい

善
ぜん

し発
はっ

展
てん

させ

たものがバーチャート工
こう

程
てい

表
ひょう

である。

>3 バーチャート工
こう

程
てい

表
ひょう

は、作
さ

業
ぎょう

間
かん

の順
じゅん

序
じょ

関
かん

係
けい

が理
り

解
かい

しやすく、大
だい

規
き

模
ぼ

工
こう

事
じ

を管
かん

理
り

するのに適
てき

し

ている。

>4 ネットワーク工
こう

程
てい

表
ひょう

は、工
こう

期
き

の短
たん

縮
しゅく

や遅
おく

れなどに速
すみ

やかに対
たい

処
しょ

・対
たい

応
おう

できる特
とく

徴
ちょう

を持
も

ってい

る。

【No. 50】 機
き

器
き

の据
すえ

付
つ

けに関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

適
てき

当
とう

でないものは二
ふた

つあるので、二
ふた

つとも答
こた

えなさい。

>1 ユニット形
がた

空
くう

気
き

調
ちょう

和
わ

機
き

の基
き

礎
そ

の高
たか

さは、ドレンパンからの排
はい

水
すい

に空
くう

調
ちょう

機
き

用
よう

トラップを設
もう

ける

ため 150mm程
てい

度
ど

とする。

>2 冷
れい

却
きゃく

塔
とう

を建
たて

物
もの

の屋
おく

上
じょう

に設
せっ

置
ち

する場
ば

合
あい

は、防
ぼう

振
しん

装
そう

置
ち

を取
と

り付
つ

けてはならない。

>3 冷
れい

凍
とう

機
き

に接
せつ

続
ぞく

する冷
れい

水
すい

、冷
れい

却
きゃく

水
すい

の配
はい

管
かん

は、荷
か

重
じゅう

が直
ちょく

接
せつ

本
ほん

体
たい

にかからないようにする。

>4 排
はい

水
すい

用
よう

水
すい

中
ちゅう

モーターポンプは、ピットの壁
かべ

から 50mm程
てい

度
ど

離
はな

して設
せっ

置
ち

する。
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【No. 51】 配
はい

管
かん

及
およ

び配
はい

管
かん

附
ふ

属
ぞく

品
ひん

の施
せ

工
こう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

適
てき

当
とう

でないものは二
ふた

つあるので、二
ふた

つとも答
こた

えなさい。

>1 雨
う

水
すい

ますには、ます内
ない

に排
はい

水
すい

や固
こ

形
けい

物
ぶつ

が滞
たい

留
りゅう

しないようにインバートを設
もう

ける。

>2 排
はい

水
すい

用
よう

硬
こう

質
しつ

塩
えん

化
か

ビニルライニング鋼
こう

管
かん

の接
せつ

続
ぞく

には、排
はい

水
すい

鋼
こう

管
かん

用
よう

可
か

とう継
つぎ

手
て

（MDジョイント）

を使
し

用
よう

する。

>3 鋼
こう

管
かん

のねじ加
か

工
こう

には、切
せっ

削
さく

ねじ加
か

工
こう

と転
てん

造
ぞう

ねじ加
か

工
こう

がある。

>4 樹
じゅ

脂
し

ライニング鋼
こう

管
かん

を切
せつ

断
だん

する場
ば

合
あい

には、ねじ加
か

工
こう

機
き

に附
ふ

属
ぞく

するパイプカッターを使
し

用
よう

する。

【No. 52】 ダクト及
およ

びダクト附
ふ

属
ぞく

品
ひん

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

当
とう

でないものはどれか。

適
てき

当
とう

でないものは二
ふた

つあるので、二
ふた

つとも答
こた

えなさい。

>1 ダクトを拡
かく

大
だい

する場
ば

合
あい

は、15 度
ど

以
い

下
か

の拡
かく

大
だい

角
かく

度
ど

とする。

>2 風
ふう

量
りょう

測
そく

定
てい

口
こう

の数
かず

は、一
いっ

般
ぱん

的
てき

に、ダクトの長
ちょう

辺
へん

が 700㎜の場
ば

合
あい

は、0個
こ

とする。

>3 防
ぼう

火
か

区
く

画
かく

と防
ぼう

火
か

ダンパーとの間
あいだ

のダクトは、厚
あつ

さ 1.2㎜以
い

上
じょう

の鋼
こう

板
はん

製
せい

とする。

>4 外
がい

壁
へき

に取
と

り付
つ

けるガラリには、衛
えい

生
せい

上
じょう

有
ゆう

害
がい

なものの侵
しん

入
にゅう

を防
ふせ

ぐため、金
かな

網
あみ

等
とう

を設
もう

ける。
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